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３月定例会 ３月定例会

令和８年　第１回

３月定例会
３月２日～６日

　条例制定、補正予算、８年度当初予算など提案された21件全てを可
決しました。追加提案された同意案２件についても同意しました。
　また、議員発議２件が「令和８年度一般会計予算」に対する附帯決議
が提案されました。

令和８年度当初予算88億6,330万円
　令和８年度の当初予算は、嘉島町総合計画及び嘉島町まち・ひと・しごと創生総合戦略を着
実に推進するため、各種施策の優先順位の厳しい峻別により重点化を進め、事務事業の見直し
や再構築はもとより歳出全般にわたりスリム化・効率化を聖域なく進める事を基本として、学
校教育施設整備事業、土地区画整理事業をはじめとする都市計画関連事業、上下水道整備事
業、農業振興等の諸事業、高齢化等による社会保障事業、少子化に対する施策や子育て支援な
ど前年度より10.4％増の88億6,330万４千円が計上された。（前年度予算額80億2,974万円）
　歳入の内訳は、町税や繰入金等の自主財源が46.0％、地方交付税、国・県支出金、町債等の
依存財源が54.0％の構成となり、歳出の性質別では、人件費、扶助費、公債費等の義務的経費
が39.4％（前年比0.3％減）、物件費、補助費、維持補修費等の経常的経費が32.0％（同6.6％
増）、普通建設事業費等の投資的経費が16.6％（同5.4％減）、繰出金、積立金、予備費等が
12.0％（同0.9％減）に大別されます。

令和８年度当初予算（一般会計・特別会計）

令和８年度簡易水道事業会計

令和８年度下水道事業会計

会　 計　 名 ８年度 ７年度 前年比

一 般 会 計 8,863,304 8,029,744 833,560

特
別
会
計

国民健康保険 1,110,890 1,012,603 98,287
住宅新築資金等貸付 300 300 0
介護保険 957,507 942,779 14,728
後期高齢者医療 205,057 181,936 23,121

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

　予算区分 ８年度 ７年度 前年比

収
益
的

収　入 63,388 66,341 △2,953
支　出 63,166 66,341 △3,175

資
本
的

収　入 58,241 68,772 △10,531
支　出 58,241 67,824 △9,583

　予算区分 ８年度 ７年度 前年比

収
益
的

収　入 463,560 474,626 △11,066
支　出 403,818 449,779 △45,961

資
本
的

収　入 695,900 500,500 195,400
支　出 855,933 677,132 178,801
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３月定例会 ３月定例会

○嘉島町課設置条例の一部を改正する条例の制定
・組織機構改革により住民サービス向上と効率化を図るもの。
○嘉島町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
・職務の実態に即した級別区分とし、職責に応じた公平・公正な給与体系の確保及び組織運営の明確化を図る
もの。

○嘉島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
・国民健康保険特別会計の財政運営が厳しい状況の為、税額負担の変更について国民健康保険運営協議会の答
申を得た結果を踏まえたもの。

○嘉島町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
・令和８年度より乳児等通園支援事業を実施する為、子ども・子育て支援法の一部改正に伴うもの。
○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定
・嘉島町総合運動公園の円滑な管理運営のためのもの。
○東部台地土地区画整理事業区画道路築造工事（１-１工区）その１請負変更契約の締結
・現契約金額　60,060,000円に23,126,211円増額し、83,186,211円に変更するもの。
　※樹木の伐採、伐根及び処分費等による増額
○東部台地土地区画整理事業区画道路築造工事（１-１工区）その２請負変更契約の締結
・現契約金額　66,660,000円に48,023,293円増額し、114,683,293円に変更するもの。※樹木の伐採、伐根及び処分
費等による増額

○令和７年度 嘉島町一般会計補正予算（第10号）
・既定の歳入歳出予算の総額から２億6,812万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を90億1,419万７千円とする
もの。

○令和７年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
・既定の歳入歳出予算の総額から193万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を10億6,308万８千円とするもの。
○令和７年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第２号）
・既定の歳入歳出予算の総額から197万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を264万３千円とするもの。
○令和７年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第４号）
・既定の歳入歳出予算の総額に1,041万円を追加し、歳入歳出予算の総額を10億277万６千円とするもの。
○令和７年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
・既定の歳入歳出予算の総額から223万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億8,626万４千円とするもの。
○令和７年度 嘉島町簡易水道事業会計補正予算（第３号）
・収益的収支予算のうち収入予算の総額を6,718万７千円に。資本的収支予算のうち収入予算の総額を3,350
万９千円に、支出予算の総額を3,350万９千円としました。

○令和７年度 嘉島町下水道事業会計補正予算（第４号）
・収益的収支予算のうち、収入予算の総額を４億5,513万７千円に、支出予算の総額を４億4,437万７千円に。資本
的収支予算のうち収入予算の総額を３億5,143万４千円に、支出予算の総額を５億2,921万３千円としました。

○発議第１号　令和８年度嘉島町一般会計予算に対する附帯決議
提出者：川野伸一・賛成者：森田義雄

　このたびの令和８年度嘉島町一般会計予算については一応の理解は示すものの、現状では財務収支のバラ
ンスが保たれていない状況が続いている。
　令和８年度嘉島町一般会計の歳出予算に「学校給食費の無償化事業」に関する学校給食費補助金が計上さ
れているが、国・県からは定額の補助であるため、この事業執行については下記事項について取組を行って
いくべきである。

記
１　事業実施の経過において、事業内容や物価高騰による材料費が不足した場合に質・量の低下を防ぐ対策
として事業費に変更や見直しが生じた場合、議会及び保護者に説明・報告し、協議を行うこと。

２　国・県の交付要綱に準じて補助を行い、事業の経過や検証の結果を定期的に報告すること。
３　行財政改革のもと、提案理由においても聖域なき効率化を進めるとした発言に基づき、学校給食費も例
外とせず、安定した財政運営が果たせるよう執行部は努力し、令和９年度からの当初予算編成に反映さ
せること。

議案審議　承認・可決した案件

議員提出議案　可決した案件
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臨時会

○発議第２号　令和８年度嘉島町一般会計予算に対する附帯決議
提出者：園田義宣・賛成者：穴井智子、森下文夫

　令和８年度嘉島町一般会計予算において、中学校給食費について月額3,000円の助成措置が計上された。学
校給食費は教育の一環であり、子育て世代の経済的負担軽減は町の重要施策である。本措置は中学校給食費
完全無償化に向けた第一段であるとの認識のもと、本議会は町に対し、次の事項を求める。
１　財政状況を十分に検証しつつ、持続可能な財源確保を具現化すること。
２　早期実現を目指し、中学校給食費の完全無償化に向けた工程表を策定し公表すること。
３　毎年度、進捗状況及び財政影響を議会に報告すること。
４　国の制度動向（学校給食費に関する支援策）を踏まえ、町として先行的・主体的に検討を進めること。

○教育委員会の教育長の任命
・教育委員会教育長の青木政俊氏が令和８年３月31日をもって任期満了となるため。
　同意者　江上知男　昭和39年１月24日生　　※元嘉島西小学校長
○教育委員会の委員の任命
・教育委員会委員の荒尾智恵美氏が令和８年３月８日をもって任期満了となるため、同氏を再任するため。
　同意者　荒尾智恵美　昭和53年６月７日生

◎嘉島町課設置条例の一部を改正する条例の制定について
問：水環境課の新設だが具体的な業務内容と人員の配置数、住民サービスの向上や行政組織の効率化にどのよ
うなものが望めるのか。

答：環境係として環境保全、水資源及び水保全に関することで２名体制。簡易水道係として簡易水道に関する
ことで２名体制。下水道係として下水道に関することで３名体制の課長以下８名。水問題は最重要課題で
あり、環境汚染等により地下水が汚染された場合のシミュレーションや下水道事業の計画変更、上水道の
事業開始の有無などを検討していく。

◎東部台地土地区画整理事業区画道路築造工事（１－１工区）その１請負変更契約の締結について
◎東部台地土地区画整理事業区画道路築造工事（１－１工区）その２請負変更契約の締結について
問：大幅な増額の変更契約の説明を
答：変更額の多くは樹木の伐採と処分費用。工事前に実施した樹木伐採の本数の設計数量との差異が判明し、
契約金額が増額となった。大きな原因として、熊本地震後約10年、田畑の管理されていない状況でありこ
の台地に人が入ることが難しい状況で、目視により積算を行ったことが大きな原因となった。今後、職員
が現地に入り調査することが困難な状況が続きますので、今回のような大きな変更とならないよう対策を
講じていきたい。

◎令和７年度嘉島町一般会計補正予算（第10号）
問：農業費の地籍調査費委託料の8,183千円が減額されているが、事業の進捗状況と地籍調査の終了見込み予定
時期は。

答：平成24年度から実施しており、今年度で14年目となる。進捗率は約64パーセント。完了の予定として現計
画では令和18年度となっていますが、近年、町の要望額に対しまして国・県の補助金が減少していること
から、計画より遅れる見通し。

◎令和８年度嘉島町一般会計予算
問：２款：総務費５目：自治振興費の委託料14,006,000円行政事務委託料の詳細は。
答：令和２年４月１日から会計任用職員制度の導入より、以前の業務嘱託委嘱ではなく、町と区において業務
委託契約を結び、区長業務をお願いしております。内容については、委託料として均等割の年額25万円。
うち文書配布分３万5,000円。世帯割１世帯当たり2,320円うち文書配布分が600円で算定。なお、支払いに
ついては、年２回となっている。町からの支払い後の会計については、それぞれの区の会計処理になりま
すので、町では把握しておりません。

質　　疑

議員提出議案　否決した案件

追加議案　同意した案件



5

臨時会

〇議案第１号　令和７年度嘉島町一般会計補正予算（第８号）
・既定の歳入歳出予算の総額に6,296千円を追加し、歳入歳出予算の総額を92億39,980千円とするもの。
　（主なもの－総務費：衆議院選挙に関するものなど。6,296千円）
〇議案第２号　嘉島町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
・人事院勧告を受け、国家公務員に準じた措置を講じるため。
〇議案第３号　嘉島中学校テニスコート新設他工事請負契約の締結について
・契約の相手方　熊本県熊本市北区大窪４丁目２番４号　熊本利水工業株式会社
・契約金額　64,764,964円　
〇議案第４号　令和７年度嘉島町一般会計補正予算（第９号）
・既定の歳入歳出予算の総額に42,341千円を追加し、歳入歳出予算の総額を92億82,321千円とするもの。
　（主なもの－歳入：普通交付税など。　歳出：雨庭整備委託料　15,000千円など）
〇議案第５号　令和７年度嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
・既定の歳入歳出予算の総額に116千円を追加し、歳入歳出予算の総額を10億61,153千円とするもの。
〇議案第６号　令和７年度嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
・既定の歳入歳出予算の総額に384千円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億92,366千円とするもの。
〇議案第７号　令和７年度嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・既定の歳入歳出予算の総額に103千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億88,498千円とするもの。　
〇議案第８号　令和７年度嘉島町簡易水道事業会計補正予算（第２号）
・収益的収支予算のうち、支出において営業費用を52万５千円増額し、予備費を52万５千円減額し、総
額を６千675万１千円とする。

〇議案第９号　令和７年度嘉島町下水道事業会計補正予算（第３号）
・収益的収支予算のうち、支出において営業費用を418千円増額し、総額を444,711千円とし、資本的収
支予算のうち、支出において建設改良費を143千円増額し、総額を529,103千円とする。

〇議案第31号  東部台地土地区画整理事業区画道路築造工事（１－１工区）その３請負契約の締結について
・契約の相手方　熊本県上益城郡嘉島町大字鯰1489番地１　株式会社　髙村建設
・契約金額　77,385,000円
〇議案第32号　東部台地土地区画整理事業区画道路築造工事（１－１工区）その４請負契約の締結について
・契約の相手方　熊本県上益城郡嘉島町大字上島170　有限会社　木下建設
・契約金額　80,080,000円
〇議案第33号　令和７年度嘉島町一般会計補正予算（第11号）
・既定の歳入歳出予算の総額に4,718千円を追加し、歳入歳出予算の総額を90億18,915千円とするもの。

議案審議　承認・可決した案件

議案審議　承認・可決した案件

令和８年　第１回

臨時会 １月23日
　補正予算（７件）など提案された９件全てを原案のとおり承認・可決
しました。
（※詳細につきましては、嘉島町HPの議会議事録をご覧ください）

令和８年　第２回

臨時会 ３月17日
　補正予算（１件）など提案された３件全てを原案のとおり可決しまし
た。（※詳細につきましては、嘉島町HPの議会議事録をご覧ください）
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町政のここが聞きたい　一般質問
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識
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、
隣
接
す
る
御
船

町
で
の
動
き
に
対
し
、
嘉
島
町
に
お
い
て

も
町
民
か
ら
不
安
の
声
が
大
き
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
町
と

し
て
本
事
業
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
町
民
へ
の
説
明
状
況
や
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
見

解
、
さ
ら
に
今
後
、
住
民
の
不
安
や
課
題

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考

え
な
の
か
を
伺
い
ま
す
。

▪�

御
船
町
上
野
地
区
に
建
設
予
定
の
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
に
関
す
る
本
町
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て

⑴�

本
事
業
に
関
す
る
嘉
島
町
住
民
へ
の
説
明
状
況
に
つ
い
て

⑵�

広
域
連
合
５
町
で
進
め
る
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
に
対
す
る
本
町
の
見
解

⑶�

住
民
の
不
安
や
課
題
に
対
す
る
、
今
後
の
嘉
島
町
民
へ

の
対
応
に
つ
い
て

穴井　智子 議員

町
長　
当
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間
事

業
者
か
ら
新
た
な
事
業
展
開
の
提

案
を
受
け
た
令
和
3
年
度
以
降
、
議
会
時

の
町
政
報
告
や
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
事
業
に
関
す
る
経
緯
や
環
境
影

響
評
価
手
続
の
意
見
募
集
や
説
明
会
が
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
随
時
発
信
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
事
業
が
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
の
最
終
段
階
に
進
む

こ
と
、
ま
た
5
町
に
お
い
て
は
事
業
に
関

す
る
様
々
な
重
要
事
項
の
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
や
町
民
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
段
階
的
に
お
知
ら
せ

す
べ
き
内
容
が
多
く
な
る
と
想
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
時
期

に
、
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
た
周
知
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
当
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
郡
内
5

町
で
は
、「
益
城
、
嘉
島
、
西
原
環
境
衛
生

施
設
組
合
」「
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設

組
合
」「
山
都
町
」
が
運
営
す
る
施
設
で
ご

み
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
施

設
が
処
理
開
始
か
ら
35
年
以
上
が
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
新
し
い
施

設
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
郡
内
5
町
に
よ
る
新
施
設
整
備

事
業
の
検
討
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
を
進
め
て
い
た
中
で
、
令
和

3
年
度
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
後
当

該
事
業
者
と
協
議
を
開
始
す
る
旨
を
議
会

議
員
に
説
明
し
た
う
え
で
、
郡
内
5
町
と

民
間
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備
に
つ
い
て

協
議
を
開
始
す
る
「
覚
書
」
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。

　
以
後
、
こ
れ
ま
で
に
立
地
町
で
あ
る
御

船
町
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
上
で
影
響

を
受
け
る
範
囲
に
認
定
さ
れ
た
益
城
町
に

お
い
て
、
事
業
者
に
よ
る
説
明
会
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
最
も

影
響
を
受
け
る
御
船
町
に
配
慮
し
て
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
県
条
例
に
基
づ
き

適
切
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
町
と
し
て

は
こ
れ
ら
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
事

業
に
関
す
る
情
報
を
議
会
や
広
報
紙
等
で

随
時
周
知
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適

正
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
御
船
町
上
野

地
域
等
の
最
も
影
響
が
大
き
く
な
る
地
点

に
お
け
る
評
価
結
果
が
示
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
事
業
地
か
ら

よ
り
遠
く
に
位
置
す
る
本
町
へ
の
影
響
に

つ
い
て
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
冒
頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
事
業
に
対
す
る
不
安
、
課
題
等
に
つ

い
て
、
議
会
へ
の
説
明
、
町
民
へ
の
周
知
徹

底
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

議
員　
立
地
自
治
体
で
あ
る
御
船
町
で

は
、
議
会
に
お
い
て
継
続
的
に
議

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
地
域
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で

す
。
本
町
で
は
、
情
報
共
有
の
機
会
が
限

定
的
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
嘉
島
町
と
御

船
町
で
は
か
な
り
の
温
度
差
を
生
じ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
本
町
で
は
十
分
な

説
明
も
さ
れ
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
広
域
で
進
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、

町
民
へ
の
情
報
共
有
や
説
明
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
見
解
を
問
い
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
議
会
へ
の
説
明
、
町
民
へ
の
周
知
徹

底
を
図
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

穴
井
議
員
は
、
こ
の
質
問
の
他
に
「
本

町
は
選
ば
れ
る
町
で
あ
る
か
」「
子
ど

も
の
第
三
の
居
場
所
づ
く
り
は
」
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
て
い
ま
す
。
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問
　
嘉
島
町
は
昭
和
58
年
か
ら
市
街
化

区
域
編
入
に
よ
る
区
画
整
理
事
業
に

取
組
み
43
．1
ha
の
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

を
皮
切
り
に
、
現
総
面
積
1
8
7
ha
の
市
街

化
区
域
編
入
で
、
今
日
ま
で
の
43
年
間
延
々

と
適
正
な
開
発
に
努
め
、
町
発
展
の
主
軸
に

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
70
．8
ha
は

令
和
14
年
度
ま
で
の
施
工
期
間
を
計
画
と
し

て
現
在
、
造
成
工
事
に
鋭
意
努
力
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
町
の
財
政
状
況
に
よ
り
令
和
8

年
予
算
の
確
保
が
厳
し
く
要
望
額
の
半
額
程

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
計
画
を
考
慮

す
る
と
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
と
思
い
ま
す

が
、区
画
整
理
事
業
は
工
区
毎
に
竣
工
し
、
保

留
地
の
処
分
金
の
収
入
、
企
業
、
商
業
の
立
地

ま
た
個
人
住
宅
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
投
資

し
た
事
業
費
を
短
期
間
で
精
算
で
き
る
有
効

な
事
業
で
あ
る
と
推
察
し
ま
す
が
如
何
か
。

　
熊
本
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お

い
て
も「
ゆ
う
す
い
の
杜
」は
地
域
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
優
位
性
が

増
す
中
で
残
り
７
年
間
の
事
業
計
画
は
用
途

地
域
変
更
な
ど
を
含
め
計
画
変
更
は
あ
る
の

か
お
尋
ね
す
る
。

▪�

東
部
台
地
区
画
整
理
事
業

　
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
に
つ
い
て

▪�

熊
本
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

春日　公和 議員

都
市
計
画
課
長
　
「
区
画
整
理
事
業

は
、
工
区
毎
に
竣
工

し
、投
資
し
た
事
業
費
を
短
期
間
で
精
算
で
き

る
有
効
な
事
業
で
あ
る
」さ
ら
に
補
足
し
ま
す

と
、ゆ
う
す
い
の
杜
の
開
発
は
町
全
体
の
活
性

化
、特
に
東
部
地
区
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま

す
し
、
資
産
価
値
の
向
上
な
ど
も
含
め
、
各
税

収
の
増
加
に
つ
な
が
る
本
町
の
歳
入
増
加
に

効
果
的
で
優
先
す
べ
き
事
業
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
嘉
島
町
の
将
来
の
発
展
を
支
え
る

大
事
な
基
盤
整
備
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　
用
途
地
域
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
は
、現
段

階
で
は
具
体
的
な
変
更
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
事
業
計
画
書
で
は
商
業
や
交
流
促
進

施
設
、日
常
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
物
販
機
能
、
事

務
所
な
ど
の
用
地
を
計
画
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、ゆ
う
す
い
の
杜
は
大
規
模
な
宅
地
整

備
を
予
定
し
て
い
る
大
き
な
事
業
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
本
町
に
お
け
る
目
標
人
口
や
様
々

な
人
口
問
題
、
人
口
問
題
対
策
、
社
会
経
済
情

勢
や
土
地
利
用
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が
ら

柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
地
権
者
（
権
利
者
）
審
議
会

の
皆
様
、ま
た
地
元
、関
係
機
関
な
ど
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

議
員　
財
政
運
営
が
厳
し
い
な
か
、
町
全

体
の
活
性
化
に
な
る
「
ゆ
う
す
い
の

杜
」ま
た
、町
の
将
来
の
発
展
を
支
え
る
事
業

と
の
見
解
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
権
者
の
皆

さ
ん
の
多
く
の
方
が
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
先
行
投
資
に
な
り
ま
す
が
短
期
間

で
結
果
は
つ
い
て

く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
事

業
計
画
も
今
の
時

点
で
詳
し
く
は
発

言
出
来
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
柔
軟

に
対
応
さ
れ
る
様

で
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
し
っ
か
り
協

議
し
進
め
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
拠
点
都

市
と
な
る
よ
う
切

に
願
う
も
の
で

す
。問　

熊
本
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て
は
、

上
島
蔵
園
地
区
13
．35
ha
の
縦
覧
期

間
が
２
月
20
日
ま
で
の
15
日
間
が
設
定
さ
れ
、

利
害
関
係
人
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
結
果
と
し
て
修
正
等
が
必
要
に
な
っ
た

の
か
、ま
た
計
画
決
定
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
当
該
地
区
の
中
学
校
線
は
混
雑
が
発
生
し

や
す
い
場
所
で
あ
る
。
市
街
化
区
域
に
編
入

さ
れ
、
区
画
整
理
事
業
計
画
で
は
道
路
整
備

計
画
が
適
正
に
実
行
で
き
ま
す
。
様
々
な
検

討
も
必
要
で
す
が
渋
滞
解
消
に
つ
い
て
は
ど

の
様
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
意
見
聴
取
の
結
果

に
伴
う
計
画
の
修
正

に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
県
決

定
の
都
市
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
時
点
で
修

正
内
容
等
の
全
容
を
確
認
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、現
段
階
で
の
本
町
か
ら
の
回
答
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
計
画
決
定
の
時
期
に
な
り
ま
す
が
、熊
本
県

に
お
け
る
区
域
区
分
の
見
直
し
、そ
れ
と
本
町

に
お
け
る
熊
本
都
市
計
画
に
お
け
る
土
地
区

画
整
理
事
業
と
用
途
地
域
の
決
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、令
和
8
年
5
月
下
旬
の
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　
も
う
1
点
、
上
島
蔵
園
地
区
が
市
街
化
区

域
に
編
入
さ
れ
た
時
の
中
学
校
線
の
渋
滞
対

策
に
な
り
ま
す
が
、具
体
的
な
対
策
の
検
討
は

こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、影
響
が
な
い
交
通
解
析
に
伴
う
県
警
と
の

協
議
、
ま
た
、
建
設
課
や
関
係
機
関
と
の
協

議
、
ま
た
、
現
在
、
県
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
熊
本
都
市
圏
の
渋
滞
対
策
と
の
連
携（
連

動
）も
必
要
に
な
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
改
め
て
に
な
り
ま
す
が
、現
段
階
で
は
対
策

の
具
体
的
な
方
針
等
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、現
在
の
渋
滞
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

地
元
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
な

が
ら
、ま
た
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
な
い
な

が
ら
、渋
滞
解
消
に
向
け
た
道
路
整
備
計
画
の

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

造成中のゆうすいの杜
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▪�

町
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

森田　義雄 議員

問
　
町
長
の
こ
れ
ま
で
の
施
政
や

年
頭
の
挨
拶
等
を
聞
い
た
り
見

た
り
し
ま
す
と
、「
皆
さ
ん
が
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
」「
安
全
・

安
心
の
町
づ
く
り
」「
子
ど
も
と
高
齢
者

に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
等
に
つ
い
て
は

言
及
さ
れ
て
居
ら
れ
ま
す
が
、町
の
厳
し

い
財
政
対
策
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
対

策
、
小
規
模
の
商
工
業
者
対
策
、
企
業
誘

致
等
々
を
含
め
町
が
目
指
す
将
来
の
姿

や
方
向
性
を
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
き

ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長
　
財
政
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

去
る
2
月
24
日
に
「
嘉
島
町
行

財
政
運
営
委
員
会
設
置
要
綱
」
を
改
正

し
、
新
た
に
同
委
員
会
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
委

員
会
で
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
、事
務

事
業
の
見
直
し
や
組
織
運
営
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
行
財
政
運
営
の
適

正
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
次
に
農
業
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
後
、
農
業
者
の
後
継
者
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
集
約
化
を

進
め
て
い
き
、
農
業
後
継
者
の
育
成
を

進
め
て
い
く
と
共
に
、
関
係
団
体
と
協

力
し
農
業
者
の
所
得
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
商
工
業
者
対
策
に
つ
い
て
、
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
、
物
価
高
騰
対
応

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
町
内
の
商
業

施
設
で
利
用
で
き
る「
地
域
商
品
券
」を

嘉
島
町
商
工
会
と
連
携
し
配
布
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
と
し
て
、町
民
の
方
に
一
部
負
担
を
求

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
負
担
な
し

で
配
布
で
き
る
商
品
券
と
い
た
し
ま
し

た
こ
と
で
、
町
民
の
方
か
ら
非
常
に
高

い
評
価
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
に
お
き
ま
し
て
も
、
嘉
島
町
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
、
創
業
支
援
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
町

内
商
工
業
者
対
策
に
有
意
義
な
方
策
を

検
討
し
、実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
町
政
を
担

う
よ
う
に
な
り
3
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
企
業
誘
致
は
非
常
に
難
し
い
課
題

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
嘉
島
町
は
熊

本
都
市
計
画
区
域
に
入
っ
て
お
り
、
市

街
化
調
整
区
域
で
の
開
発
は
非
常
に
時

間
を
要
し
ま
す
し
、
業
種
も
限
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、農
業
振
興
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
も
同
様
に
厳
し

い
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、

開
発
で
き
る
土
地
は
限
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、誘
致
す
る
企
業
側
の
都
合

や
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
の
で
、一
朝

一
夕
に
は
実
現
で
き
な
い
課
題
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
が
、
町
政
を
担
い
3
年
目

に
突
入
し
、
色
々
な
企
業
と
の
パ
イ
プ

も
出
来
て
お
り
ま
す
。
今
後
、企
業
と
の

関
係
性
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
嘉

島
町
の
構
想
に
合
っ
た
企
業
誘
致
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
嘉
島
町
は
熊
本
市
に
隣
接
し
、
町
内

に
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
や
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
な
ど
が
あ
り
、

「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」と
し
て
2
年
連

続「
住
み
心
地
ラ
ン
キ
ン
グ
№
１
」に
選

ば
れ
ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
発
展
を
実
現
し
、
未
来
の
世
代
に

誇
れ
る
町
を
築
い
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
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問
①
町
長
と
議
会
と
の
関
係
性
に

つ
い
て

　
執
行
機
関
と
議
会
は
、
共
に
住
民
の

代
表
機
関
で
あ
り
町
政
運
営
の
両
輪
と

し
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
に
お

い
て
「
議
会
と
の
情
報
共
有
や
意
思
疎

通
が
十
分
で
は
な
い
」
と
感
じ
る
場
面

が
あ
り
ま
す
。
議
会
と
の
関
係
性
や
役

割
分
担
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

②
財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
行
財
政

改
革
と
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
執
行
機
関
と
議
会
が
共
に
、
わ
が
町

の
将
来
を
考
え
る
上
で
財
政
基
盤
の
強

化
は
避
け
て
通
れ
な
い
最
重
要
課
題
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
の
町
政
運

営
を
見
て
み
ま
す
と
、
行
財
政
改
革
に

も
企
業
誘
致
に
も
明
確
な
方
針
が
示
さ

れ
ず
、
将
来
の
財
政
運
営
に
対
す
る
危

機
感
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
今
後
の
行
財
政
改
革
と
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
お

▪�

町
長
の
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本

姿
勢
に
つ
い
て

①�

町
長
と
議
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

②�

財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
行
財
政
改
革
と

企
業
誘
致
に
つ
い
て

増岡 　司 議員

尋
ね
し
ま
す
。

町
長
　
議
会
と
町
執
行
部
の
役
割
分

担
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自

治
法
に
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
議
会
は
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し

て
、
政
策
の
決
定
や
予
算
の
審
議
、
条

例
の
制
定
な
ど
を
行
う
立
法
機
関
で
あ

り
、
町
執
行
部
は
、
議
会
が
決
定
し
た

政
策
や
予
算
を
実
行
す
る
行
政
機
関
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
町

政
運
営
の
両
輪
と
し
て
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
、

議
会
へ
の
情
報
提
供
と
施
策
の
進
捗
状

況
や
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
報
告

を
お
こ
な
い
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議

会
と
町
執
行
部
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役

割
を
持
ち
な
が
ら
も
、
相
互
に
連
携
し
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
会
は

住
民
の
声
を
反
映
し
、
町
執
行
部
は
そ

の
声
を
実
行
に
移
す
こ
と
で
、
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
議
会
と
町
執
行

部
が
連
携
し
、
地
域
の
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
財
政
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
嘉
島
町
行
財
政
運
営
委
員
会
設
置
要

綱
」
を
改
正
し
、
新
た
に
同
委
員
会
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
委
員
会
で
し
っ
か
り
と
議

論
を
重
ね
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
組

織
運
営
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

行
財
政
運
営
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
公
表
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
以
前
、
嘉
島
町
が
行
っ
た
行
財
政

改
革
の
実
績
か
ら
申
し
ま
す
と
、
行
政

改
革
と
し
て
、
組
織
の
見
直
し
や
議
員

定
数
の
削
減
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

財
政
改
革
で
は
、
悪
質
滞
納
者
へ
の
差

押
え
の
実
施
や
施
設
利
用
料
の
引
上

げ
、
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
計
画

策
定
に
お
い
て
、
嘉
島
町
に
と
っ
て
何

が
必
要
で
、
ど
う
い
っ
た
施
策
を
執
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
か
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、に
な
り

ま
す
が
、
上
島
・
鯰
地
区
に
お
け
る
「
か

し
ま
未
来
工
業
団
地
」
の
第
2
期
工
事

等
、
水
面
下
で
動
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
、
公
表
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
今
後
の
企
業
誘
致
に
よ
る

税
収
増
に
つ
き
ま
し
て
も
、
公
表
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
の
収

入
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
地
元
事

業
者
の
支
援
に
も
繋
が
る
重
要
な
制
度

で
す
。
寄
付
額
の
増
加
は
、
子
育
て
支

援
や
防
災
対
策
な
ど
、
町
民
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
近
年
は
、
外
部
の
専
門
家
や
民
間
企

業
の
知
見
を
活
用
し
、
返
礼
品
の
開
発

や
情
報
発
信
を
強
化
す
る
自
治
体
も
増

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

①�

嘉
島
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

②�

寄
付
額
を
増
や
す
た
め
に
、
外
部
の

専
門
家
や
民
間
企
業
の
知
識
を
活
用

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。　

③�

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、
地
元
事

業
者
の
支
援
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
問
い

ま
す
。

▪�

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
町
の

収
入
増
加
と
地
域
活
性
化
は

木下　武 議員

企
画
情
報
課
長　
①
の
回
答　
嘉
島

町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
直
近
で

は
大
き
く
伸
び
て
い
る
。　

　
制
度
改
正
や
ポ
イ
ン
ト
付
与
廃
止
の

影
響
に
よ
り
今
後
は
減
少
も
見
込
ま
れ

る
。
課
題
と
し
て
は
、一
部
返
礼
品
へ
の

偏
り
が
あ
り
、
今
後
は
魅
力
的
な
返
礼

品
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

②
の
回
答　

寄
付
額
増
加
に
向
け

て
、
外
部
専
門
家
や
民
間
企
業
の
知
見

を
活
用
し
、
分
析
や
返
礼
品
の
見
直

し
・
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　
③
の
回
答　
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
地
元
事
業
者
を
支
援
し
、
販
路
拡
大

や
P
R
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
。

議
員
　
寄
附
額
は
増
加
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
制
度
改
正
の
影
響
に

よ
り
最
終
的
に
は
前
年
並
み
の
見
込
み

で
あ
り
、
町
独
自
の
戦
略
の
成
果
と
は

言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
来
年
度
の
寄
附
目
標
額
は

い
く
ら
に
設
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
数
値
目
標
や

指
標
に
つ
い
て
伺
う
。

　
さ
ら
に
、
魅
力
的
な
返
礼
品
の
拡
充

に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
ど
の
程
度
増

や
す
の
か
、
期
限
と
目
標
を
明
確
に
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
の
営
業
戦
略
で

あ
り
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
維
持
で
は
な
く
、
積
極
的
に
増
額

を
目
指
す
覚
悟
が
あ
る
の
か
伺
う
。

課
長
　
来
年
度
は
当
初
予
算
で
5
億

3
千
万
円
を
見
込
み
、
前
年
当

初
比
で
約
10
．
4
％
増
を
想
定
。
返
礼

品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
季
節
に
応

じ
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
増
額
を
図
る
。

　
新
規
返
礼
品
の
掘
り
起
こ
し
は
随
時

行
っ
て
い
る
が
、
地
場
産
品
基
準
や
事

業
者
と
の
調
整
、
国
の
承
認
が
必
要
な

た
め
、
具
体
的
な
数
値
や
期
限
の
明
示

は
困
難
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
か
ら
の
新
た
な

「
付
加
価
値
基
準
」
導
入
や
「
経
費
率
」

引
き
下
げ
に
よ
り
環
境
は
変
化
し
先
行

き
は
不
透
明
だ
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
は

重
要
な
財
源
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

積
極
的
な
増
額
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員
　
課
長
か
ら
は
、
来
年
度
の
寄

附
目
標
を
5
億
3
千
万
円
（
前

年
比
約
10
％
増
）
と
し
、
返
礼
品
の
充

実
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
加
え
、

新
規
返
礼
品
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
り
増

額
を
図
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。　

　
一
方
で
、
制
度
改
正
に
よ
り
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
く
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
は
制
度
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

と
し
て
の
戦
略
的
な
取
り
組
み
が
よ
り

重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
嘉
島
町
の

魅
力
が
広
く
伝
わ
り
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
元
気
や
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

ふるさと納税返礼品の一部
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問
　
執
行
部
の
説
明
で
は
現
在
運

行
中
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
昨
年
か
ら
乗
降
所
を
２
か
所
、
運

行
本
数
を
２
便
増
や
し
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
現
在
の
運

行
方
法
で
は
予
約
し
て
目
的
地
ま
で
は

利
用
で
き
る
が
そ
の
後
の
移
動
も
し
く

は
帰
宅
の
便
が
利
用
し
づ
ら
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
定
期
路
線
を
運
行
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し
、
既
存
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
と
複
合
的
に
運
行
し
利

用
者
の
利
便
性
向
上
を
高
め
て
は
ど
う

か
。

　
前
年
の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
た
上
で
、

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　

嘉
島
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ゆ

う
す
い
G
O
」
は
令
和
５
年
２

月
の
運
行
開
始
以
来
、
約
３
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
５

年
度
1
4
4
0
人
、
令
和
6
年
度

1
6
5
9
人
で
、今
年
度
は
12
月
ま
で
の

▪�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
用

改
善
に
つ
い
て

川野　伸一 議員

実
績
で
1
7
7
0
人
と
年
々
増
加
し
、新

た
な
移
動
手
段
と
し
て
活
用
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ご
提
案
の
定
期
路
線
を
運
行
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
現
在

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
時
に
検
討
い
た

し
ま
し
た
が
、乗
降
所
ま
で
の
移
動
を
不

便
に
感
じ
ら
れ
る
方
が
多
い
点
や
、利
用

が
な
く
て
も
稼
働
が
必
要
な
効
率
性
な

ど
を
踏
ま
え
、本
町
に
お
い
て
は
現
在
の

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
が
適
し
て

い
る
と
判
断
し
導
入
し
ま
し
た
。ま
た
複

合
的
な
運
行
に
つ
き
ま
し
て
も
、ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
現
状
や
費
用
面
で
財
政
負

担
を
考
慮
し
、慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
医
療
機
関
利
用
後
の
予
約
は
何
時
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
予
約
が
し
づ

ら
い
」な
ど
の
ご
意
見
が
あ
る
の
は
町
と

し
て
も
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、様
々
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、嘉

島
町
に
適
し
た
公
共
交
通
を
構
築
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
令
和
８
年
度
の
予
算
に
も
、

委
託
料
を
約
３
８
４
万
８
０
０

０
円
組
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
、町
内
で

運
行
を
委
託
さ
れ
て
い
る
業
者
か
ら
す

る
と
、
年
間
の
運
行
の
委
託
料
が
３
８

０
万
円
と
い
う
の
は
、事
業
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
感
覚
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
に
お
い
て
、
総
務
常
任
委
員

会
で
広
島
県
と
岡
山
県
に
研
修
視
察
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
両
町
と
も
、
嘉
島
町

と
同
じ
よ
う
に
あ
ま
り
面
積
的
に
も
大

き
く
な
く
、
人
口
規
模
が
１
万
か
ら
１

万
２
千
人
ほ
ど
で
す
。
そ
の
両
町
と
も

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
は
な
く
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。岡
山
県
の
研
修
先
で
あ
る
、早
島
町

は
人
口
が
１
万
２
千
人
で
、
年
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
が
５
万
人

を
超
え
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
実
績
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雲
泥
の
差
が

あ
り
ま
す
。
嘉
島
町
は
面
積
が
小
さ
い

で
す
か
ら
も
っ
と
改
善
を
す
れ
ば
、住
民

の
方
の
足
と
し
て
非
常
に
使
い
や
す
い

公
共
交
通
機
関
に
な
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
出
店

し
、
非
常
に
便
利
が
よ
く
な
っ
て
、
多
く

の
町
民
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
病
院

関
係
も
集
中
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、地

域
に
あ
っ
た
商
店
が
ほ
と
ん
ど
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
高
齢
者
の
方
や
小
さ

な
子
供
は
な
か
な
か
買
い
物
や
病
院
通

い
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
の

で
、
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
け
ど
、
何
ら
か
の
形
で
改
善
し

て
、
町
民
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
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合
的
、
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

熊
本
県
と
熊
本
地
域
11
市
町
村
共
同
で
「
熊

本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
」
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。
地
下
水
涵
養
は
本
町
だ

け
で
は
な
く
、
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
で
よ
り
効
果
が
現
れ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保

全
管
理
計
画
」
に
沿
っ
た
政
策
も
進
め
て
い

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
役
場
雨
庭
の
効
果
検
証
に

な
り
ま
す
が
、
科
学
的
な
検
証
や
デ
ー
タ
の

可
視
化
は
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
皆
様
へ
の
公
開
も
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
役
場
に
設
置
す
る
雨
庭
の
雨
水
浸
透
に

つ
き
ま
し
て
は
、
長
谷
川
式
の
簡
易
現
場
透

水
試
験
器
に
よ
る
透
水
能
力
を
測
定
し
て
涵

養
量
を
計
算
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
検
証
し
て
、
町
民

の
皆
様
に
公
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
各
家
庭
へ
の
普
及
に
つ
き

ま
し
て
は
、ま
ず
、現
在
、雨
水
タ
ン
ク
に
つ

き
ま
し
て
は
１
基
３
５
，０
０
０
円
を
上
限

と
す
る
補
助
制
度
、
雨
水
浸
透
桝
に
つ
き
ま

し
て
は
１
基
１
５
，０
０
０
円
を
上
限
と
す

る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
制

度
周
知
を
図
り
な
が
ら
補
助
事
業
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
雨
庭

の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
第
３
期
の
「
嘉
島
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
広
域
連
携
の
推
進
に
伴
う

戦
略
の
中
で
「
雨
庭
関
係
補
助
制
度
の
創

設
」
を
令
和
12
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
雨
庭
に
は
地
下
水
涵

養
の
ほ
か
、
治
水
対
策
へ
の
効
果
も
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
雨
庭
の
大
き

な
広
が
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
考
え
の
中
で
、
今
後
、
嘉
島
町
の

総
合
的
な
戦
略
（
取
組
み
）
と
し
て
一
般
家

庭
へ
の
補
助
制
度
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
嘉
島
町
で
の
取

組
み
が
モ
デ
ル
的
な
取
組
み
と
な
る
よ
う
全

国
に
発
信
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
続
き
ま
し
て
、
教
育
・
住
民
参
加
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
参
加
型
の
普
及
啓

発
を
展
開
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
各
団
体
な
ど
と
の
協
定
や
賛

意
表
明
な
ど
を
通
し
て
協
力
体
制
を
整
え
て

か
ら
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

町
長　
T
O
W
N
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

に
つ
い
て
の
見
解
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
町
全
体
と
し
て
視
野
を
広
げ
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
推
進
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
各
部
署
の
横
断
的
な
戦
略
な
ど
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、国（
国

交
省
や
環
境
省
）
と
の
連
携
に
よ
り
、
国
が

問
【
１
】
地
下
水
保
全
の
位
置
付
け
に

つ
い
て

　
地
下
水
涵
養
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
や
環

境
基
本
計
画
、
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
最
上
位
の
政
策
課
題
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
の
か
。
町
と
し
て
の
基
本
的
認

識
と
今
後
の
方
針
は
。

【
２
】
役
場
庁
舎
の
雨
庭
の
効
果
検
証
に
つ

い
て

　
今
回
設
置
さ
れ
る
雨
庭
に
つ
い
て
、
①
年

間
の
雨
水
浸
透
量
の
見
込
み
、
②
地
下
水
涵

養
量
の
推
計
、
③
地
下
水
位
へ
の
効
果
測
定

方
法
、
④
数
値
目
標
の
設
定
。
こ
れ
ら
の
科

学
的
検
証
や
デ
ー
タ
の
可
視
化
は
行
う
の
か
、

町
民
へ
の
公
開
・
周
知
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
３
】各
家
庭
へ
の
普
及
策
と
し
て

　
①
雨
庭
の
設
置
、
②
雨
水
タ
ン
ク
、
③
浸

透
桝
、
④
透
水
性
舗
装
な
ど
の
導
入
に
対
す

る
設
置
補
助
制
度
、
助
成
金
や
固
定
資
産
税

軽
減
、
モ
デ
ル
地
区
指
定
、
新
築
住
宅
へ
の

推
奨
基
準
と
い
っ
た
具
体
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

【
４
】教
育
・
住
民
参
加
の
推
進
と
し
て

　
学
校
教
育
や
行
政
区
単
位
で
の
①
雨
庭

▪�

雨
庭
設
置
を
契
機
と
し
た
地
下
水

涵
養
の
推
進
及
び
住
民
参
加
型

T
O
W
N
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
は

園田　義宣 議員

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
②
環
境
教
育
な

ど
、
住
民
参
加
型
の
普
及
啓
発
を
展
開
す
る

考
え
は
。

【
５
】
T
O
W
N
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

　
雨
庭
や
地
下
水
涵
養
の
取
組
を
①
「
水
の

ま
ち
嘉
島
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
②
環
境

先
進
自
治
体
と
し
て
の
P
R
、
③
移
住
促
進
、

④
企
業
誘
致
な
ど
、
T
O
W
N
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
如
何
か
。

都
市
計
画
課
長
　

ま
ず
１
点
目
の
地

下
水
涵
養
に
つ
い
て
の

政
策
課
題
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
、
嘉
島
町

で
は
多
く
の
世
帯
が
井
戸
水
を
生
活
用
水
と

し
て
利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地

下
水
涵
養
の
た
め
の
取
り
組
み
が
少
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
中
に
お
い
て
も

現
状
の
課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
町
民
の

皆
様
と
一
体
と
な
っ
た
政
策
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
現
在
、
熊
本
県
の
地
下
水
な
ど

の
課
題
に
対
し
て
、
地
下
水
保
全
対
策
を
総
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示
す
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
推
進
戦
略
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
で
、
全
国
に
雨
庭
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
嘉
島
町
を
P
R
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
嘉
島
町
の
P
R
動
画
な
ど
も
活

用
し
て
、
視
察
対
応
時
に
本
町
の
雨
庭
を
P
R

す
る
こ
と
で
、
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

た
め
に
は
住
民
参
加
型
の
企
画
立
案
を

行
い
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
事
前
案
内

す
る
工
夫
も
必
要
で
あ
り
、
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
仕
事

の
役
割
分
担
を
お
任
せ
す
る
よ
う
な
こ

と
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋
が
り

ま
す
。
10
年
の
節
目
と
い
う
意
味
で
被

災
し
た
嘉
島
町
の
復
興
の
軌
跡
を
多
く

の
町
民
と
分
か
ち
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
創
出
、未
来
へ
の
伝
承
が
防
災

意
識
向
上
に
貢
献
し
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
本
年
に
関
し
て
は
重
点
事
業
と
し

て
の
取
組
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
　
本
年
は
、
平
成
28
年
４
月
の

熊
本
地
震
か
ら
10
年
の
節
目
を

迎
え
、
多
く
の
自
治
体
や
民
間
レ
ベ
ル

で
復
興
の
奇
跡
や
防
災
強
化
に
向
け
た

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
被

害
で
の
痛
み
や
人
々
の
復
旧
、
復
興
に

向
け
た
思
い
や
努
力
を
風
化
さ
せ
な
い

為
に
も
本
町
な
ら
で
は
の
企
画
と
事
業

実
施
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
現
段
階
で
実

施
計
画
に
つ
い
て
の
町
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
令
和
8
年
度
に
熊
本
県

や
周
辺
自
治
体
と
協
力

し
、
熊
本
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

「
C
O
S
M
O
S
」に
お
い
て
大
規
模
な

防
災
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
は
あ
り
ま
す

が
、全
国
に
先
駆
け
て
結
ん
だ
こ
の「
防

災
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
も
、ま
た
、
熊
本
地
震
で
の

教
訓
等
を
風
化
さ
せ
な
い
為
に
も
、
関

係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、
防
災
力
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

▪�

防
災
意
識
向
上
に
む
け
た
事
業
開
催

の
取
組
み

満田　和浩 議員

お
り
ま
す
。

　
危
機
管
理
係
を
創
設
し
て
1
年
と
な

り
ま
す
。
2
月
17
日
に
は
「
嘉
島
町
防

災
士
会
」
の
発
足
事
前
会
議
も
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
、町
民
の
方
々
に「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
C
O
S
M
O
S
で
大
規
模
な

防
災
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
他
に
文

化
系（
音
楽
）芸
能
関
連
で
の
復
興
イ
ベ

ン
ト
も
柔
軟
に
対
応
さ
れ
た
ら
町
の

Ｐ
R
に
も
繋
が
り
ま
す
。
令
和
7
年
度

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
私
自
身
も
参
加
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
参
集
し
た
メ
ン

バ
ー
は
町
の
執
行
部
や
一
部
の
団
体
や

限
ら
れ
た
町
民
の
方
々
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報
誌
の

報
告
で
初
め
て
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
た
の
だ
っ
た
ら
参
加
し
た
か
っ
た
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
感
じ
て
頂
く

役場東側に設置された雨庭

11月に行われた防災イベントの様子
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一部事務組合議会報告・主な議会活動議員研修

主な議会活動（令和８年１月から令和８年３月まで）
月　　日 項　　　　目 場所等

１月11日 嘉島町二十歳を祝う会 (全議員) 町民会館

１月13日 第２回広報特別委員会（第57号編集会議） 監査委員室

１月16日 第１回上益城郡議長定例会（境野議長） 甲佐町

１月20日 令和７年度第２回熊本県町村議会議員研修会
（オンライン）（全議員） 役場会議室

１月20日
〜22日

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会議
員視察研修（森下・園田）

東京都
神奈川県

１月20日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

１月23日 令和８年第１回嘉島町議会臨時会・全員
協議会（全議員）

議場
議員控室

１月23日 学校給食費の無償化問題特別調査委員会（全議員） 役場会議室

１月23日 熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例
会事前説明会（境野議長） 自治会館

１月26日 御船地区衛生施設組合議会議員視察研修
（森田・齊藤）

熊本県宇城市
佐賀県

１月27日
主要地方道小川嘉島線道路整備促進
一般国道266号三角・嘉島間整備促進に
関する要望（境野議長）

県庁

１月28日 学校給食費の無償化問題特別調査委員会
（全議員） 議員控室

２月４日 学校給食費の無償化問題特別調査委員会
（全議員） 議員控室

２月６日 令和８年第１回熊本県後期高齢者医療広域連
合議会全員協議会及び定例会（境野議長） 自治会館

２月６日 第１回嘉島町地域包括支援センター運営協議
会及び生活支援体制整備事業協議会（満田） 役場会議室

２月12日 学校給食費の無償化問題特別調査委員会
（全議員） 役場会議室

２月13日 嘉島町国保運営協議会（満田・穴井） 役場庁議室

２月16日 議会運営委員会 役場庁議室

月　　日 項　　　　目 場所等

２月18日 令和８年第１回御船地区衛生施設組合議
会定例会（森田・齊藤） 組合会議室

２月19日 嘉島町男女共同参画推進懇話会（境野議長） 役場庁議室
２月20日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

２月20日 熊本県町村議会議長会「第76回定期総会」
（境野議長） 熊本テルサ

２月24日 第３回嘉島町総合計画審議会（境野議長・
川野副議長・森田・増岡・満田） 役場会議室

２月24日 令和８年第１回上益城消防組合議会定例会
（川野・満田） 消防本部議場

２月26日 令和８年第１回上益城広域連合議会定例会
（境野議長・増岡） 福祉センター

２月27日 令和８年第１回益城、嘉島、西原環境衛
生施設組合議会定例会（森下・園田） 組合会議室

３月１日 嘉島町出初式 （全議員） 嘉島中学校Ｇ
３月２日

〜６日
令和８年第１回嘉島町議会定例会・全員
協議会（全議員）

議場
議員控室

３月７日 嘉島中学校卒業式（全議員） 嘉島中学校
３月12日 嘉島町ごみ問題対策実行委員会（境野議長） 役場会議室

３月17日 令和８年第２回嘉島町議会臨時会・全員協議会
（全議員）

議場
議員控室

３月19日 第１回広報特別委員会（第58号編集会議） 議員控室
３月19日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室
３月19日 社会福祉協議会理事会（境野議長・増岡） 福祉センター

３月23日 嘉島東・西小学校卒業式 （全議員） 嘉島東西
小学校

３月25日
〜26日

産業厚生常任委員会行政視察
（満田・穴井・森下・園田・木下・春日） 兵庫県

３月30日 令和８年第１回上益城消防組合議会臨時会
（川野・満田） 消防本部議場

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（森下議員・園田議員）

  議会報告  　令和８年第１回定例会（令和８年２月27日開催）  原案のとおり可決しました。

・令和７年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
・令和８年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について

上益城消防組合（川野議員・満田議員）

  議会報告  　令和８年第１回定例会（令和８年２月24日開催）  原案のとおり可決しました。

・上益城消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
・令和７年度上益城消防組合一般会計補正予算（第３号）について
・令和８年度上益城消防組合一般会計予算について

御船地区衛生施設組合（森田議員・齊藤議員）

  議会報告  　令和８年第１回定例会（令和８年２月18日開催）  原案のとおり可決しました。

・御船地区衛生施設組合し尿処理施設整備基金条例の制定について
・令和７年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
・令和８年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について

上益城消防組合（境野議員・増岡議員）

  議会報告  　令和８年第１回定例会（令和８年２月26日開催）  原案のとおり承認・可決・同意しました。

・専決処分の報告及び承認について
・上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合広域計画の変更について
・令和７年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について
・令和８年度上益城広域連合一般会計予算について
・上益城広域連合監査委員の選任について
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議員研修

新しい「かしま議会だより」の名称が決まりました‼︎
新名称：「 めぐみ 」

新名称への想い

　農、水、自然、全てを含む意味

　大事にしていきたいめぐみ
採用された方：本人の希望により公表は控えさせて頂きました。

たくさんのご応募ありがとうございました。

みなも。水の環。など他にも素敵な名称が多くありました。

日　時 　令和８年３月25日〜26日

研修先 　大阪府和泉市和泉リサイクル環境公園・兵庫県三木市リサイクルセンター

参加者 　産業厚生常任委員会

　産業厚生常任委員会は大阪府和泉市の和泉リサイクル環境公園と兵庫県三木市のリサイクルセ
ンターの研修を行いました。
　和泉リサイクル環境公園は、大栄環境グループの地域貢献事業の一環として「納花管理型最終処
分場」として1980年から産業廃棄物の埋め立て事業を行い、最終処分場として使用される土地も大
切に活用しなければならない「資源」と考え、その跡地を活用し、花とスポーツの公園として開発。
今では年間を通して多くの人々が集う「憩いの場」となっている。
　三木リサイクルセンターは、御船町の上野地区に建設が予定されているゴミ焼却施設と同等規模
の施設と言われており、環境面に配慮された最新のゴミ処理の過程や周辺地域産業との連携や地元
雇用、教育支援など地域に根ざした事業活動に企業理念の誠実さを感じることができた。

産業厚生常任委員会視察研修

三木リサイクルセンター　全景

施設内の研修の様子

産業廃棄物最終処分場の跡地を活用して作られた和泉リサイクル環境公園



　井寺生産組合は、組合員42名で構成されて
おり、組合長 髙木勝美さんを中心に転作作物
の作付圃場を毎年組合内で調整されており、
ブロックローテーションの実現に大きく寄与
されています。
　また、約70町の農地を受託しており、作業
員10名で水稲・小麦の除草、消毒・大豆の消
毒、刈り取り作業などの活動も行っています。
（写真は小麦の除草の様子）

井寺生産組合　井寺地区
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員
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議　
　

長　

境
野 

隆
文

編
　
集
　
後
　
記

議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。傍聴受付は午前９時からです。
代理人による受付はできません。必ず傍聴されるご本人が受付をおこなって下さい。お問い合わせは、議会事務局まで。（☎︎096-237-5525）

※次の議会は、６月に開催予定です。

みんなのフォトコーナー・地域からこんにちは

みなさんからの写真を募集しています
議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

　
世
界
情
勢
は
見
通
し
の
つ
か
な
い
紛

争
で
経
済
の
混
乱
、
人
道
的
な
危
機
、

地
域
の
分
断
等
多
岐
に
渡
り
、
我
が
国

に
お
い
て
も
物
価
高
騰
に
輪
を
か
け
、

原
油
安
定
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
一

刻
も
早
い
終
結
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
新
た
な
気
持
ち

で
社
会
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、「
出

鼻
を
く
じ
か
れ
る
」
と
言
う
の
は
ま
さ

に
こ
の
事
で「
つ
ら
か
っ
た
り
」ま
た「
痛

か
っ
た
り
」
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
が
あ
れ

ば
人
は
弱
気
に
な
る
も
の
で
す
が
、
ピ

ン
チ
の
後
に
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
言
わ
れ

る
様
に
明
る
く
世
の
中
が
好
転
す
る
様
、

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　（
満
田
）

行進する幼年消防団の皆さん出初式 操法競技


